
○「農村キャンプ」を第一次産業者である畜産事業者から始め、キャンプでの宿泊に地元食BBQ＋体験をセット
○竹害が広がる里山から竹を伐採し、バンブーハウスを作り、環境への意識向上と、滞在・宿泊拠点として整備
○ＳＤＧｓ（宗像では常若）の視点で地域循環型農業、持続可能な観光ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを創出し、ﾜｰｹｰｼｮﾝとして利用

宗像常若ツーリズム推進協議 〔福岡県宗像市〕

【実施体制】
福岡県宗像市

【採 択 年 度】
令和３年度

【事業実施期間】
令和３～４年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

中心的な役割
を担う団体

宿泊
部門

食事
部門

体験・交流
部 門

その他

宗像常若ﾂｰﾘｽﾞﾑ推進協議会
（事業実施主体）

（事務局）

む な か た と こ わ か

１．農村キャンプ×ガストロノミーツーリズムによるコロナ下の新たな農
泊スタイルの確立

２．バンブーハウス×宗像連携企業とのワーケーション及びブレージャー
３．森里川海連携による環境保全型農業（海藻及び竹利用等）体験、
４SNS利用による情報発信

○農村キャンプ×ガストロノミーツーリズム
初年度は４回のフィールドワーク ２回モニタリング
２年目は２回のフィールドワーク １回モニタリング のち実走

○バンブーハウスプロジェクト×ワーケーション、プレージャー
初年度は専門家招へいにて、コンセプトワーク、設計、１棟組み立て
２年度も専門家招へいにて、地元ワーキンググループ構築、１棟組み立て

○ＳＤＧｓ（宗像での常若）視点による環境保全型農業・持続可能な観光
初年度はコンセプト、企画立案、竹山伐採
２年目は 実践

世界遺産 宗像大社

・道の駅 むなかた

すすき牧場での農村キャンプ 各種体験＋食材提供
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